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現代法学入門

　「社会あるところ法あり」という言葉が示すように、私たちは直接または間接に、法というルール（規範）と
関係をもちながら社会生活を営んでいます。特に現代のように高度に専門化し複雑化した社会では、私たちの法
とのかかわりは、以前にも増して密接なものとならざるをえません。しかしそのような法は、実は、私たちの自
由や権利を守るための規範なのであり、規制や拘束は、その二次的な作用でしかありません。したがって、現代
に生きる私たちには、そのような法の存在を認識し、その意味や効用を理解することが不可欠になってきます。
そこで本講では、現代社会を取り巻くさまざまな現象を、法的な観点から分析できる能力を身につけるため、法
に関する一般理論を学び、刑法や民法といった生活に密接した法領域の基礎を学んでいきます。日本国憲法の理
解にも必要な勉強が含まれますので、ぜひ受講してみてください。

⑴  ガイダンス
⑵  法とは何か
⑶  法の種類と存在形式
⑷  法の段階的構造
⑸  罪刑法定主義
⑹  犯罪の成立要件Ⅰ
⑺  犯罪の成立要件Ⅱ
⑻  刑事手続の基本原理
⑼  裁判手続の基本構造

⑽  民法の基本構造
⑾  財産関係と法Ⅰ
⑿  財産関係と法Ⅱ
⒀  家族関係と法Ⅰ
⒁  家族関係と法Ⅱ
⒂  まとめ・テスト

教)上野幸彦・古屋 等『国家と社会の基本法』（成文堂）2500円＋税
参)『六法』（特に指定しません）

授業中に行う小テスト（3回）を20％、期末試験を80％に換算して、合算のうえ評価を行う。

小テストを必ず受けて、授業内容を確認のうえ、期末試験を受けること。
こまめに六法（条文）を参照し、内容を理解しておくこと。

http://www.icc.ac.jp/


